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【次回以降のサロン】 毎月第２木曜日開催　17:30～19:00
 ◆ R711月13日（木）　◆ R7.12月11日（木）　参加費1,500円（予約不要・途中からのご参加もOKです。） 
 会場：東京新潟県人会館「ふれあいふるさと 館」　〒110-0005  東京都台東区上野1-13-6　TEL：03-3832-7619

◆ 9月11日(木)湯島にてサロン開催
　9月11日のサロンは、当日の勉強会
「東京ジャーミイ(モスク)」から続けて
サロンに参加頂いた方もいた反面、午
後からの豪雨で欠席された方も数名。
　参加者は27名、初めての参加は松倉
三千夫さんと沢田哲生さん、また丸山
益生さんが久々に参加された。今回も
賑やかな懇親会であった。
　差し入れは、新山さんから茄子の漬
物、石田哲朗さんから越後美人、平塚恵美
子さんから三千盛/岐阜、南/高知、松倉さ
んからモーゼルワイン、高橋稔さんから吉乃川/長岡、小坂から赤ワイン、ご馳走さまでした。
　　　　　　　　　　　　　　　                   　　　　　　　　　　　　　　　  (小坂庸雄  記)

J ネットの活動とお知らせ

◆ 第59回 Jネット勉強会報告
　 東京ジャーミイ･トルコ文化センターの見学

　今回の勉強会は、9月11日(木)に日本最大のモスク東京ジャーミイの見学で
した。参加者は小坂会長以下22名で最近では一番の大人数。東京ジャーミイ
に到着後、ゲストルームの展示品を見学していたところ、偶然にも広報担当
の下山さんから「 よろしければガイドをします。」と声をかけられお願いしま
した。東京ジャーミイの設立からの経緯のお話、トルコの国花（チューリッ
プ）の決定理由、展示物等々の事柄を解説していただき、質問にも丁寧に回
答いただきました。次に大きなドームの礼拝堂に行くと、天井・天窓に幾つ
も太陽光を取り入れたステンドグラス、天井から吊り下げられた大きなシャ
ンデリア、側壁には幾何学模様の装飾品が飾られていました。正午にイスラ
ム教の礼拝が始まりました。仏教の僧侶の読経と同じで、イマーム（指導
者）が唱えるコーランに合わせて、信者の方々の礼拝する姿を見ました。初めての経験で、東京ではな
く、イスタンブールにいるような気がしました。
　当日はサロンがあるので、会議に出席されない方々16名が古賀政男音楽博物館を見学されました。今
回の勉強会は多くの参加者からご好評をいただき、担当者冥利に尽きました。　　　　（溝口良二  記）

◆ 第60回 Jネット勉強会　杉並区荻窪の三庭園の見学
　今回は、荻窪の三庭園、荻

てきがいそう

外荘公園、太田黒公園と角川庭
園の見学です。メインは荻外荘公園です。ここは戦前三度の
首相を務めた近衛文麿の旧宅と庭園の見学です。
　荻外荘は太平洋戦争の開戦と終戦に関わる重要な会議を
行った場所です。他の二つの庭園も杉並区が改修し、来園者
を楽しませる所です。別添のチラシをご覧下さい。

日　時 ：令和7年11月8日(土)
集合時間：13時  /  集合場所：荻窪駅南口   /  参加人数：20名　
入館料：(荻外荘)  300円
参加者は事前に事務局へ連絡して下さい。TEL：03-5244-5138　メール：k.miyazato@araipt.co.jp

（荻外荘公園 杉並区 HP より）
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◆ スポーツにおける稽古と練習について
瀧澤康二 (J ネット会員・元日本体育大学副学長）

　たよりNo.307（令和7年7月25日発行）での新横綱、大の里に関する拙文で触れた「稽
古と練習の違い」について小坂会長から「今一歩踏み込んだ見解を！」との宿題を頂き
ました。以下、私論の域を出ない解説ですがお許しください。
　我が国に近代スポーツ（ドイツ体操も含む）が伝来したのは 19 世紀後半から 20 世紀
初頭になります。そのスポーツは今、関連する武術や体術、体育等を包括し、文化と
して確たる地位を占めています。この稽古とスポーツにおける練習の両概念はその過
程で議論の的になりました。それは、我が国ならではの議論であるといえます。
　その昔、倭国と呼ばれていた日本は古代中国文化の影響を受け、そこでの人生観（哲学）を大切に受け
継いでいます。「稽古」はその一つで「古の道を考える」という意味で常用されています。私は、先人が歩
んだ人生の在るべき姿（道理＝西洋哲学では当為）を学ぶという意味で、継承されてきたことばであると
理解しています。その哲学を肌で知り、修得する手段を私たちは「～道」と呼び、それらを「稽古ごと」と
呼んでいます。そして、その稽古ごとには流派があり、そこでの型（師匠の人生観）が尊重されます。
　練習という熟語も中国の古典に由来しますが、スポーツの伝来に伴い、そこでの技術習得の意味で使
われています。哲学事典を覗きますと、独語の Übung、英語の practice、仏語の pratique に相当し、「学
習のうち、くり返しによって成功に到達されるものをさす」とあります。この練習には、流派や型といっ
た概念はありません。しかしながら、達成手段としては稽古と同義です。それは又、近代スポーツの拡
がりに伴いトレーニングという概念に包括され、科学的トレーニングの一部として進化し続けています。
　上述から理解できますように、稽古は本来、陶冶 (Bildung)、つまり人格形成という目的を強調してい
ることが理解できます。勿論、スポーツも人格形成を意図しており、目的は共通しますが両者の具体的
手段が異なります。その決定的な違いは。前者の型重視に対し、後者の科学的合理性を求める点にあり
ます。
　稽古と練習の違いが話題にされたのは、柔道がオリンピック種目になって (1964) 以降のことです。重
んじてきた柔道の型が崩れ始めました。オリンピックでメダルを目指すには稽古だけでは不十分です。
近代的な医・科学を駆使したトレーニングが不可欠です。稽古ごとがスポーツ化しますと、当然のこと
ながら当該スポーツのルールに適応せざるを得ません。その上、型のないスポーツでは限りなく新しい
技術が生まれます。実際、今の柔道はレスリングの技法に似ています。その技術はまた、大相撲でも見
られます。ちなみに横綱、豊昇龍はレスリング選手として留学のために来日した人です。
　私は「たより No.307」で、稽古と練習の融合の大切さについて『両者には究極的に「その道を究め、幸せ
な人生を送る」ことに必要なエキスが多分に含まれている』と、私見を述べまし
た。それは、私たち人類がこれまで築いてきたあらゆる知見を合理的に結集し、
世界中の人が賛同できる新たな文化形成を意図したものです。その点、私たち
は国際化が進む今こそ、オリンピック運動に倣い、異文化理解に努めるべきで
はないでしょうか。

会員ひろば 1

◆ 近畿サロン開催のお知らせ
　 近畿サロンを開催いたします。友人、知人お誘い合わせのうえ、ご参加ください。

日時：12月6日（土）正午～　会費：6,000円（予定）
会場：ガーデンシテイクラブ大阪　（JR大阪駅　阪神梅田駅　約10分）
〒530-0001
大阪市北区梅田2-5-25 ハービスOSAKA 6F　TEL：06-6343-7770

　　申し込み：Jネット事務局
        TEL：03-5244-5138  または、E-Mail:ｋ.miyazato@araipt.co.jp まで
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｢晴れて真打昇進の 披 露口上、左から4人目が私 。2012年5月、新宿末 広亭
にて。歌 丸会長（当時）、永六輔さんにも並んで頂きました」

◆  寄席の楽屋事情
髙原  隆（瀧川鯉橋）

　えー、前回は入門当時の出来事を書いてみましたが、続きを、というお声を頂きまして、またしばし
お付き合いのほどを。
　私ども寄席芸人、特に咄家・落語家は今時珍しい徒弟制度でありまして、師匠に入門を許されてから
修業が始まります。高座ではよく洒落で「東京の寄席では階級が四段階。前座、二ツ目、真打、ご臨終、
となっておりまして」などと言ったりしますが。
　おおむね前座修業が 4 年から 5 年、二ツ目が 10 年、合わせて 14・5 年。重大犯罪の時効くらいの年季
を務めますと、よほどの事が無ければ晴れて真打という運びになります。私も 1998 年入門で 2012 年に
真打昇進でした。
　毎日寄席に通い、昼の部か夜の部のどちらか約 6 時間、楽屋に詰めているのですが、最初は何も分か
らず教わる事ばかり。基本的には楽屋の隅っこの板の間に正座して控えていて、師匠方の着物を畳む、
太鼓を叩く、高座返し（前の演者の出番が済んだ後、前座が高座に上がり次の演者の舞台の準備をする。
座布団をひっくり返す、手品や太神楽の先生の場合はお道具を出すなど）などをしながらも楽屋にいる師
匠方の動き、表情を見て自分も動く。師匠方が上着を脱いだらハンガーを持って掛ける、落ち着いたと
ころでお茶を出す、着替えを手伝うなど、次に自分が何をしたら良いかを察しろ、というわけで。当時
はこんな事が何の役に立つのかなあと思ったものですが、十数年前からカミさんと暮らすようになって、
大変役に立っております。
　商売柄、縁起担ぎを大事にします。楽屋には「ネタ帳」というその日に高座に掛けられた演目と演者を
書く帳面があり（次の演者はこれを見て、同じ演目を掛けないようにする）、いまだに墨をすって筆で前
座さんが書くのですが、「墨をする」とは言わずに「墨を当たる」という。ヒゲそりも「ヒゲを当たる」。さ
すがにスリッパをアタリッパとは言いませんが。番組表などの掲示物は縦書きが多く、主任（いわゆるト
リ）の名前は一番左側にくるので、そこへ向けてお客が増えるように、と左側を少し上げて壁に貼る。ま
た新宿末広亭の楽屋の階段は幅が狭くすれ違うのが難しいほどなのですが、私が前座の頃、お盆にお茶
を載せて上がろうとしたら、階段の上には降りようとする三味線漫談の大御所・玉川スミ師匠が。私が
遠慮して戻ろうとするとスミ師匠、「いいよ前座さん、先に上がっといで。上がるのが先の方が縁起が良
いんだから」と言って譲ってくださった。へえーそういうものか、と思ったもんです。その階段には腰掛
けちゃあいけない、上がるのを妨げるからね、とも。
　そんなこんなを先輩から、時には叱られ、張り倒されたりしながら（まーそういう時はこちらに非があ
る場合がほとんどでしたが）私は教わってきたわけですが、近頃は何かというとハラスメントの世の中。
昨年暮れには我が落語芸術協会でパワハラ研修がありまして、文科省から派遣されてきた講師の先生が

「弟子や後輩に手を上げたり、脅かしたりしてはいけない」「こういう事はセクハラになる」など様々な例
を挙げてくれまして、まあそうだよなと納得して聞いていましたが、その中で「咄の稽古をつけている最
中に弟子や後輩が居眠りしちゃったらどうします、怒りますか？挙手を」という問い。その場にいた八割
がたの芸人が挙手、私も「そりゃ怒って当然」と手を上げましたが、講師からは「いけません。それはパワ
ハラになるとの判例が出ています」との事。芸人側からの「じゃ、どうすりゃいいんですか」という問いに
講師の先生、「はい。やさしく起こしてあげましょう」。
　うーん、徒弟制度、これからは難しくなりそうです。
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上越のカフェ

◆ 古民家 cafe あるや
　オーナーの北折佳司さんは、もともと東京で民家
再生協会の理事として活動、その後、板倉の山の中
へ移住して米作り、ツリーハウス作り、小学生の体
験学習などをされていました。町家へ移られて 6 年目
です。
　現在、美術館を含む 8 軒の管理をされています。
cafe あるやがある四ケ所地区は、スーパーやラーメ
ン屋も近くにあったりと、生活は便利ですがさびれ
てる印象で、いい意味でガラパゴス町家雁木通りと
呼ばれたりもしているそうです。
　雰囲気が残っている部分が 500m ほどあり、静かな
街に変化が起きることへの反論もありますが、10 年
後を考えると、変わった店が増えたら不動産価値も
上がるのではと町おこしに尽力されています。歩い
ていると、町家を買ってくれと言われることも多い
そうです。買った時はどうしようもなくても、きれ
いにしたら使ってくれるので、すてきな若者が集まっ
ています。
　cafeあるやは、日頃はぶらっと入れるカフェですが、
音楽ライブや飲食イベントなども開催できる自由な
空間です。

9 月３日からはナイトカフェもスタート。
第一、第三土曜日は金子由美子さんのハンドリンパマッサージもあります。（18:00 ～ 22:00）

cafe あるや 　新潟県上越市四ヶ所 322 　営業（金 ･ 土 ･ 日 ･ 月）
( 金 )10:00 ～ 15:00 　( 土 )  10:00 ～ 22:00 　( 日 ) 10:00 ～ 15:00 　( 月 ) 10:00 ～ 15:00 
https://www.aruyacafe.com 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    （小坂恵美  記）
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ふと思いついて、東京から U ターンし、コーヒー屋＝谷浜海岸コーヒーを始めた浅石です。 

主人＝おやじがコーヒー淹れつつ、谷浜人になっていくのを横目で見ながら、日々のことをお伝えして
いきます。 

「海の色は、空の色。」毎日海と空を見ているとこの言葉が駆け巡る。海が灰色なのは雲があるから。海が
青いのは空が青いから。だから時々きれいにグラデーションしていたり、水平線がよく見えたり見えな
かったり。あぁほんとに海の色は空の色なんだなぁ。 

これからの冬に向かう海。灰色茶色大波小波、でもエメラルドブルーな日もある。晩秋の低い雲、鬱々
とした空は大嫌い。いいも悪いも全部空のせい、今日の天気はどうなんだい？とつぶやいてたら、嫌い
嫌いも好きのうちにならないかしら、毎朝ドキドキしながら海をのぞきます。海の一列目に住むのは私
も初めて。これからどうぞよろしくお願いします。 

◆ 「コンテナ型トランクルーム上越下荒浜」オープン
福田  裕　（下荒浜出身）

　「コンテナ型トランクルーム上越下荒浜」が令和７年８月
中旬に、オープンいたしました。収納スペース（貸し倉庫）
として、24 時間利用可能なコンテナ型トランクルームです。
ニーズに合わせて様々なサイズからお選びいただけます。
全部で 20 室あります。現在、賃料 3 カ月 “ 半額 ” キャンペー
ン実施中！！場所は、国道 8 号線直江津バイパス沿い、東
部石油（エネオス）様隣りになります。
　この土地は、私の父が田んぼの代替地として取得したも
のを、私が相続しました。土地の売却も考えましたが、何
か地元に貢献できる方法がないかと思案していたところ、私の妻が、資金提供するから、コンテナ型ト
ランクルームをやってみよう、ということで、話がまとまりました。私も妻も初めての分野へのチャレ
ンジです。まず、土地を改良して、アスファルト舗装を行い、建築確認を申請、承認されました。コン
テナ本体は、韓国釜山で製造されて日本に輸出され、直江津港に到着しました。また、コンテナ型トラ
ンクルームのネーミングですが、場所は八千浦地区にあり、私も「八千浦」の名前に拘ったのですが、ト
ランクルーム経営のフランチャイズ担当者からは、「八千浦」の住所はないので、残念ながら「上越下荒浜」
になりました。ちなみに私は八千浦小学校、八千浦中学校出身です。
　現在、空室で、苦戦しております。同じフランチャイズのコンテナ型トランクルームが上越市に４～
5 か所あり、供給多過の感がしています。一度利用すると、長い間、契約がされるということなので、長
い目で見てやっていけたらと思っています。
　皆様のお知り合いの方で、なかなか処分に踏み切れない大切な品物の保管、車の冬用タイヤ保管等で
ご利用を考えていらっしゃる方がおいでになりましたら是非「スペースプラス上越下荒浜のトランクルー
ム」をお勧めいただけると幸いです。ご利用をお待ちしています。

スペースプラス上越下荒浜のトランクルーム　〒 942-0022　新潟県上越市下荒浜 414-3

会員ひろば 2

谷浜海岸コーヒー通信　　　　　　　　　　　　　　浅石まみ

ふと思いついて、Uターンし、おやじのアトリエカフェを始めました。
「海の色は、空の色。」毎日見ているとこれが駆け巡る。灰色なのは雲があ

るから。青いのは晴れてるから。だから時々グラデーションしていたり、水平
線が見えなかったり。あぁほんとにそのとおり。

これからは灰色茶色大波小波、でもエメラルドブルーな日もある。晩
秋の鬱々とした空は大嫌い。全部空のせい、今日の天気は？とつぶやい
て、毎朝ドキドキしながら海をのぞきます。

海の一列目も、皆様とどこかで繋がってるはず。これからどうぞよろしく。

♪たより / 掲載記事へのご感想ありがとうございます！

　 
　 8月25日号樫野利一さんの寄稿文「2026年度NHK前期朝ドラ「風、薫る」の主人公と高田」
をたいへん興味深く拝読しました。自宅が近所でもあり、家族が皆お世話になった病院で
す。今度サロンで樫野さんに直接お話聞かせて頂きます。

              神奈川県在住　E・Tさん
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J ネット　ホームページ

◆ Jネット会員は、無料でご覧いただけます。
①  ＨＰ右肩「Jネット会員メニュー」をクリック　②「ログインはこちら」をクリックし各社のＨＰへ
③ 下記のメールアドレス・パスワードにてログインしてください。

上越タイムス電子版、上越ケーブルビジョンへのアクセス方法 （会員のみ）

◆ ふるさと上越ネットワークのホームページをご覧ください  
 「  た よ り  」 を 全 ペ ー ジ カ
ラーでご覧いただけ、上越市
の四季の写真他、掲載は多様
です。お知らせページでは各
地の話題やイベント情報、会
員ひろばでは、たくさんの話
題、また会員のみなさんから
の寄稿文やホットな情報もご覧いただけます。
　ぜひとも、「ふるさと上越ネットワーク」を検索し、ご覧ください。スマートフォンでは、
右のコードからご覧いただくことができます。

瀧川鯉橋師匠　高座予定 鯉橋：090-4730-9032　rik_yoh_taki@taupe.plala.or.jp（鯉橋メール）

上越産品販売のお知らせ

● 新潟・上越妙高「うまさ直送！雪国マルシェ」
日　時：10月25日(土)・26日(日)　11月29日(土)・30日(日)
会場・時間：11：30 ～17：30　交通会館1Fピロティ

☆ブログ～七転び八起の末のホンダラダ～https://blog.goo.ne.jp/rikyoh3194どうぞご覧くださいませ。　鯉橋拝 

● Ｊネットふるさと市場「取次販売商品一覧」
会員は送料無料でお取り寄せができますので、どうぞご利用ください。

　 現行の各社パンフに加えて、取次販売商品一覧（Ａ４版１枚）を同封にてお届けします。

● 上越特産市場 JCCソフト株式会社運営による、上越農林水産物・特産品のネットショッピングモールです。
「上越特産市場」でネット検索いただき、お申込み下さい。

● 常設店舗「雪國商店」（有楽町駅から約3分）
                                          　 場　所：有楽町交通会館１階
                                            営業時間：11：00 ～19：00
                                            年中無休（年末年始は休業）

https://yukiguni.shop/ お問合せ先　JCV 東京情報センター   TEL：03-5218-7730

◇ 10/13( 月・祝 ) 上越名人会 ( リージョンプラザ上越 )
時　間：午后 2 時 ～ 5 時半　木戸銭：4,000 円
出　演：柳家花緑、瀧川鯉橋、柳家圭花、
　　　　藤間房恵、藤間藤紫恵、藤間喜與廣ほか
お問合わせ：025-544-2122( リージョンプラザ上越 )

◇ 10/18( 土 ) しのばず寄席（上野広小路亭）
時　間：正午 ～ 午后 4 時半 ※鯉橋は 1 時ごろの出番
木戸銭：2,500 円（予約：2,000 円）
出　演：鯉橋ほか未定
お問合わせ：03-3833-1789（上野広小路亭）

◇ 10/28( 火 ) 七人の侍～流浪の落語会～
時　間：午后 1 時 ～ 3 時半ごろ
木戸銭：1,500 円
出　演：鯉朝、枝太郎、楽生、鯉橋、鳳志、藍馬
会　場：お江戸両国亭（墨田区両国 4-30-4）

◇ 11/30( 日 ) 昭月落語会（新川崎・鹿嶋田「寿し屋の昭月」）
時　間：午后 3 時 ～ 5 時　木戸銭：2,000 円
出　演：鯉橋、里光、桃之助

◇ 12/13( 土 ) サウスピア駅前寄席（武蔵浦和）
午后 2 時 ～ 4 時ごろ　鯉昇、鯉橋ほか詳細未定
お問合わせ：048-844-7215( サウスピアコミュニティセンター )



8

◎次号「たより」は令和7年11月25日の発行です。

● Jネットからのお知らせとお願い●
　会員の皆様には、ご自分の思い出やご経験、上越
の魅力、上越に役立ちそうなこと、会員の親睦を深
めることなどなんでも結構ですので、記事（1,200字
程度まで）と写真を送信いただければ幸いです。投句
もお待ちしています。　

 　さらに、たよりについて、記事や俳句の感想をお寄せ
頂ければ、寄稿や投句された会員の励みになります。こち
らもお待ちしています。（頂いた感想は、たよりに掲載いたします。）

Mail  送信先   事務局：k.miyazato@araipt.co.jp

J ネット勉強会　東京ジャーミイ･トルコ文化センター スナップ

　 春日山　9/9  撮影：小坂靖至さん

上越市からのお知らせ

◇ ふるさと納税返礼品に令和７年度産新米が登場しています

　今年の夏は酷暑や渇水で生育が危ぶまれていたお米ですが、農家の皆さまの
栽培努力により、無事に収穫でき、市内では新米の出荷が最盛期を迎えています。
　いろいろと心配のあった今年の新米ですが、品質は良く、一等米が多いとお
聞きしております。
　当市のふるさと納税返礼品にも新米が続々と登場しています。単品はもちろ
ん、毎月お米が届く定期便や各銘柄の食べ比べセットなど、お好きな方法でご
寄附いただけます。
　ぜひ、お知り合いの方にもおすすめいただけますと大変嬉しいです！
　新米の他にも、宮沢栗農園さんの栗や市内でも人気のローカルスーパー「しみず
屋」の銀鮭の切り身など、新着返礼品もたくさんありますので覗いてみてください。


